青風荘　症例検討用　フェイスシート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日：2006・12・25

	入　所　者
	氏　名　　　吉田　キクエ様　　　男・女　　　　昭和　6年11月17日生（75歳）

	
	〒031－0011　　　住　所　　八戸市田向字田向5－2　　　　　電話　43－9571

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	　S44年6月頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約32年

	
	入院回数
	　2回　　
	延べ入院年数
	　約28年5ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良Dr　）
	外来受診日
	土曜日（２週　１　回）

	医療区分
	　生保（八戸福祉　高橋様）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（級）

	年　　金
	有・無　　（　月額　　万　）

	 入所年月日
	H13年　7月11日
	身　長
	149.4ｃｍ
	体重
	57.5kg

	最終学歴
	尋常小学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　農業・魚加工

	保護者
	氏名　石橋　章央（H18.7.5に甥より変更）　（続柄・長男）　22-2995（佐々木様方・妻の実家）

	長期目標
長期入院による社会性の低下、意欲低下が著明である為、その回復。

また、対人関係技術の未熟さもあり、その改善。

	入院・治療歴
　期間　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　医療機関
１　S44年　7月～S44年10月　　　入院　　　　　　　青南病院
２　S47年　5月～H13年　7月　　　入院　　　　　　　青南病院



	生活歴　

同胞8名の第7子として出生。生来、孤立的、神経質、気分易変的。尋常小学校卒業後、家業の農業を手伝っていたが、間もなく無為自閉となる。20歳時に結婚、2子もうけるが、症状悪化が原因で離婚している。当院1回目退院後、魚加工の仕事に就くが、再燃により短期間で辞めている。

Ｈ13年7月11日、青風荘入所

　Ｈ18年7月5日入所延長～現在に至る

	家族構成








	家族状況、家族との交流状況及び協力の程度

　長男は、本人発病により苦労をかけられたからと、離婚後まったく会っていなかったが、入所満期を迎えた際、妹氏と来荘され処遇面談後、保護者となっている。次男も統合失調症で入退院を繰り返しており、現在は湊病院に入院中である。妹氏の話しによると、現在、兄弟では長姉、妹のみ生存し、入院中の面会や青風荘見学の際など協力的であった。




　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青風荘）

　　　　　　　　　　処遇検討症例（吉田キクエ様）

平成　18年　12月　25日（月）

	氏　名
	　　吉田　キクエ様
	男・女
	生年月日
	　昭和　6年11月17日（　75歳）


	問題点
	介入方法

	①　部屋にこもり、私物をいじる以外は居眠りして過ごしている。
	・休日や平日の夕食後は20時まではホ―ルで過ごす様に声かけしていく。

・皆と交流を持つことで、いろいろな情報交換が出来る事を伝える。

・趣味の幅を広げる情報提供やアドバイスをする。



	②　新品に執着し、衣類やバックなどを故意にゴミに捨てたり破いたりして買物に行きたいと要求する。
	・実際に使用出来なくなった商品なのか本人と確認する。

・本人の希望通りの買物は出来ない事を伝える。
・物を大事に使用しなければならない意味を説明する。



	3 食事間際に間食をする。

・弁当や団子を購入して食べる。また、塩辛や南蛮味噌を一気に食べる。

　
	・三度の食事で十分で事、間食したい時はスタッフと一緒に食事のバランスを考える。

・体重増加が引き起こす病気について説明する。

・毎日体重を測り、自ら意識をもっていただく。

・カロリーオフの甘味料を使用した事や間食を控えた事で体重減少に繋がったこと評価する。




プラン計画者　氏名：　小坂　和子

	これまでの経過（最終評価日　H18年12月25日）

	· デイナイトケアへは拒否なく通所しています。プログラムへの参加は積極的ではないが、自主活動やクラブ活動では漫画を描いたり、刺繍など行なっています。縫い物などは好んで行なっており、自らスタッフの方へ声をかけ、施設の布巾や雑巾を縫ってくれています。

· 青風荘に於いてはホールにラジカセを持って来て他者から知らなかった部分の使い方の聞いたりして過ごすことが見られています。荘内の肥満予防プログラムに参加しており、6月（症例検討会議時）60kgあった体重は現在57.5kgと減少してきている。また、本人も体重減少を評価されることで「ダイエットしなければ」とパールスィートの甘味料を使用したり、買物前の購入アドバイスで最近は甘いお菓子類を控える傾向になってきています。また、毎朝の体操では「体が痛いよ。」と言いながらも促すことで苦笑いして続けることが出来ています。

· 外来受診に関してはスタッフ付添いで拒否なく通院できています。服薬は自己管理しており、忘薬なく服用できています。




次回会議予定　Ｈ年　月日（月）　青山荘地域交流活動室

長男保護者











